
 

 

 

 

 

 

  

  市販圧延板純アルムニウム A１０５０Ｐ 

 

 

  

 購入した純Ａｌの圧延版では切り出す位置によって、結晶方位は変わっている。 

 外側は｛０１３｝＜１００＞、Ｃｕｂｅ方位が強いが、内側はＳ，Ｒ方位が強くなっている。 

   

 VolumeFraction(%)の変化 

  

横軸の数字は材料切り出し位置を表す（１,20 は外側、10,11 は中心） 
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測定データのマトメ 

  

 NO01 から No10 は材料切り出し位置を表す。 

  



概要 

 極点用標準試料が存在しないで、測定を行っているが、装置間で同じ測定が出来ているのか 

   分からない。市販されているＡｌ材を購入し材料位置関係と方位の違いを測定し、 

   標準試料となり得るか確認した。 

 

  １０００ｍｍｘ２０００ｍｍｘ１ｍｍｔの圧延板 

  １ 

 

 

 

     10 

     11 

 

 

         20 

  ５０ｘ５０ｍｍに２０個切り出し、外側から 001,002,..,010,….20 とした。 

プロファイル測定（001 から 020） 

 Ｃｕ管球 ４０ｋＶ－４０ｍＡ Ｎｉフィルタ ２枚 

 ＤＳ＝１／２ｄｅｇ． ＳＳ＝１．０ｄｅｇ． ＲＳ＝０．３ｍｍ 

 多重記録で確認 

  

 

 

 

 

 

 



 ｛２００｝を拡大すると 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



以下は方位解析結果 

極点図は、１５－＞９０度の測定を行ったが、２０－＞９０で評価を行う。 

 

NO001 の測定データ 

 

処理、ＢＧ，ＳＭなし、ｄｅｆｏｃｕｓ、規格化 

 

α２０－＞９０としてＯＤＦ解析 

  

StandardODF     LaboTex の VolumeFraction 

 

 

TexTools の VolumeFraction 



StandardODF     LaboTex 

 

TexTools 

 

 

 

以下同じように解析を行った。 

 

 

 


